
改革の具体策と検討課題第１ 大学を取り巻く環境の変化と 第２ 県立大学の
（大学全体）改革の必要性 目 指 す べ き 方 向
①パートナーシップによる特色づくり改革の方向性
②ニーズに対応する
学部・大学院の教育内容

○人材育成１大学の役割の多様化 【存在意義】
○人材育成 （文学部）
○地域貢献 ①特色、伝統、存在意義の明確化①地域や学生のニーズに対応した教育

２少子化の進展と大学全入時代の到来 ②学科等の再編
【役 割】 （環境共生学部）②教育研究の高度化・専門化
①地域への高等教育機会の提供 ①県と大学との連携

３厳しい経済情勢、財政の逼迫 ②地域を担う人材の育成 ②居住環境学専攻の特色の打ち出し
③教育・研究機能による地域への貢献 （総合管理学部）○地域貢献

①専門性
４国公立大学の法人化 【あるべき姿】 ②学力・能力の幅①県民の多様なニーズへの貢献

☆地域に根ざし、 ③地域との連携
地域に有為な人材を育成する大学 （文学研究科）②地域企業や団体との連携

５私立大学の改革の進展 ○設置目的の再検討
（環境共生学研究科）③設置者や他の行政機関との連携
○博士課程設置の検討
（アドミニストレーション研究科）
○社会人のニーズへの十分な対応
（専門職業人養成）
○社会人再教育や高度職業人の養成

６ 看護・福祉系、公共政策系個性豊かで特色ある大学づくり 、 大 学 間 競 争 の 激 化

第３ 改 革 を 実 現 す る た め に

大 学 運 営 (地方独立行政法人化) 開 か れ た 大 学 づ く り 意 識 改 革

組織運営体制の抜本的な見直し 地方独立行政法人化へ

○迅速な意思決定
①迅速かつ機動的で責任ある意思決定システムの構築

○権限と責任の所在の明確化
②目標・評価制度による計画的・効率的な大学運営

○計画的な運営と評価
③非公務員型の人事・給与制度

○学生や地域のニーズの把握
④弾力的・効率的な運用を可能とする会計制度

○多様化に対応できる柔軟な教員組織の構築
⑤大学運営の専門職能集団としての事務局

○使いやすい会計制度
⑥県と法人・大学との関係

○企業・行政との連携
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熊本県立大学あり方検討会議報告書の概要


